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第２編 計画の目指すもの

第１章 目指すべき環境のイメージ

本町には次に示すような環境上の特徴があります。これらの特徴を踏まえた上で、

本町の目指すべき環境のイメージを掲げ、住民全員参加で計画の実現を目指します。

【本町の特徴】

、 、・東部地域の丘陵を中心とした里山 香流川沿いや岩作地区に広がる農地があり

豊かで身近な自然を形成している。

・西部地域では、土地区画整理事業により、良好な住宅地が形成されている。

・古戦場に代表される歴史的な文化遺産や４つの大学があり、文教のまちとして

のイメージを形成している。

・東部地域は古くから形成された集落が中心であり、昔ながらの習慣も伝えられ

ている。

・西部地域は新しく開発された地域が大部分であり、名古屋市等からの移住者や

単身者が多い。

本町の特徴を生かし、まちの四季の変化を住民が心豊かに受けとめることのできる

環境を目指し、 を本町の目指すべき環境イ「～ 四季の恵みを感じましょう ～」

メージとして掲げます。

～ ～四季の恵みを感じましょう

次頁にこの目指すべき環境のイメージを実現させるための「望ましいまちの姿」と

「まちづくりの基本的方向」を示します。

春

古戦場公園の桜

三ヶ峯や岩作丘陵の新緑

夏

上郷の水田の緑

はなみずき通りのハナミズキ

秋

上郷の水田の稲穂

色金山の紅葉

冬

杁ヶ池のカルガモ

左義長
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目指すべき環境のイメージ

四季の恵みを感じましょう

望ましいまちの姿 まちづくりの基本的方向

身近な自然を守り

育てるまち

ごみを出さない、

捨てないまち

健康で安心、

気持ちよく暮らせるまち

やすらぎと潤い、

人にやさしいまち

地球を大切にするまち

環境を通じた対話、交流

のあるまち

目指すべき環境のイメージと望ましいまちの姿

・有害な化学物質による影響のない

まちづくり

・静かなまちづくり

・空気がおいしいまちづくり

・水をよごさないまちづくり

・生活マナーのよいまちづくり

・里山、田園のあるまちづくり

・豊かな水辺のあるまちづくり

・自然とふれあえるまちづくり

・ごみを出さないまちづくり

・ごみ出しマナーのよいまちづくり

・緑や水が身近にあるまちづくり

・思いやりのあるまちづくり

・伝統や文化を大切にするまちづくり

・調和のとれたまち並みづくり

・地球温暖化防止を推進するまちづくり

・オゾン層保護に努めるまちづくり

・酸性雨の防止に努めるまちづくり

・省エネ、省資源を推進するまちづくり

・積極的に環境教育を行うまちづくり

・住民、事業者が参加して環境保全を

行うまちづくり

・環境コミュニケーションのあるまち

づくり




